
福祉新聞 2008年 4月 28日（月） 
＜清水基金、助成先募る＞ 
◎障害者施設に総額 1億 9,000万 
海外研修生も 
 清水基金は 2008年度一般助成事業の助成先と、海外研修事業の研修生を募集する。 
一般助成は、障害関係施設を運営する社会福祉法人のうち開設後 1 年以上の施設が対象。
助成総額は 1億 9,000万円で、1件当たり 50万円以上 700万円以内。 
 申し込み者が事業費の 30％以上 50％未満を負担することが原則で、新体系移行に伴う事
業への助成を優先する。 
 海外研修は、社会福祉法人で障害児・者のケアなどに従事している人が対象。実務経験 3
年以上で 27歳以上 50歳未満を対象とする Aコース（3カ月）と、実務経験 1年以上で 20
歳以上 40歳未満が対象の Bコース（1カ月）があり、それぞれ 3人に助成する。 
 日常的な英会話能力と勤務先法人代表者の推薦が必要。助成金額は 1 人につき A コース
160万円以内、Bコース 80万円以内。 
 申し込み期間は一般助成が 6月 1日から 8月 31日まで、海外研修が 5月 1日から 7月
31日まで。 
 応募書類の請求は、返信用封筒（A4判、あて名記入、140円切手貼付）を同封し、 
同基金（〒103－0027東京都中央区日本橋 3－12－2朝日ビルヂング 3階 
℡03・3273・3503 Fax03・3273・3505）まで。 
 
＜丸紅基金＞ 
◎助成を 50件以上に 
締め切りは 6月末 
 丸紅基金は「2008年度社会福祉助成金」の助成先を募集している。 
 総額 1 億円を全国の福祉施設などに助成するもので、1 件当たり 200 万円を上限に、50
件以上に助成する。 
 対象は、非営利法人もしくは 3 年以上の継続的・組織的活動実績のある団体が行う福祉
事業のうち、目的・実施主体・内容・期間が明らかで、助成決定から 1 年以内に実施完了
予定のもの。経費不足の補てんは対象外で、公的補助や他の民間助成と重複しないことが

条件となる。 
 先駆的事業や緊急性が高いもの、福祉事業従事者の環境改善に役立つものを優先する。 
 申し込みは 1団体 1件に限る。所定用紙に必要書類を添えて 
同基金事務局（〒108－0014東京都港区芝 5－20－6丸紅東京本社三田別館 4階 
℡03・5446・2474 Fax03・5446・2476）に送付する。 
 申し込み関係書類はホームページ（http://www.marubeni.co.jp/kikin/index.html）から
も入手できる。締め切りは 6月 30日。 


